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本研究において運動スキル獲得に向けた支援を考察する際，第 2 章，および第 3 章にお
いてやり投げ競技者（男性）を対象としている．  







究の対象である男子の世界記録は 98m48，日本記録は 87m60 である（女子の世界記録は
72m28，日本記録は 62m83）． 
 















手を，ELITE，CLUB，及び NOVICE の 3 群に分け，各選手の全力での投てき試技を高速



















 本研究において，運動スキル獲得に向けた支援のツールとして Fine Pix 社製の HS10 を
使用する．本機はレンズ固定式デジタルカメラであり，本研究で使用するハイスピードモー
ドは最大1000fpsのフレームレートでの撮影が可能である（フレームレートは60fps，120fps，
240fps，480fps，1000fps の 5 種類）．本機の機能上 1000fps までのフレームレートでの撮
影が可能ではあるが，本研究の目的は実践的な活用方法の提案であり，先行研究（Duane 
and Craig, 1997 ; 江本, 2011）の概観から本研究におけるハイスピードモードの最大フレ




























章では第 2 章・第 3 章で明らかとなった結果を基に運動スキル獲得に向けたスーパースロ
ー映像の活用提案を行った． 






























































図 1-5 本論文の構成 
 
 
































第 4章 運動スキル獲得におけるスーパースロー映像の活用提案と有効性  
 第 2章・第 3章の成果を踏まえて，運動学習者の運動スキル獲得における明確な課題設定に向けた
スーパースロー映像の活用提案を行い，その有効性を実際の運動学習場面において運動学習者に実
施した結果から考察した．  
第 5章 結論  









第 2 章 優れた運動競技者の運動スキル獲得に向けた課題設定 
伊勢只義・塩野目剛亮・渡部信一（2012）優れた運動競技者の運動スキル獲得における学習
課題に関する一検討．スポーツ教育学研究第 32 回大会号，p.86． 
Tadayoshi Ise, Takeaki Shionome, Shinichi Watabe（2012）How Do Expert Athletes 
Enhance Their Motor Skills?-Qualitative Analysis of Sets Goals for an Expert 
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第 2章 優れた運動競技者の運動スキル 
獲得に向けた課題設定 
 






































を示しているものが多い（Ikegami et al., 1981 ; Komi and Mero, 1985 ; 野友ら, 1998）．
また Campos ら（2004）もエキスパートやり投げ競技者の動作的，リリースパラメーター





































本研究における対象者の選定は次の 3 つの基準により行った． 
（1）過去 5 年間の内，日本陸上競技選手権大会など全国規模の競技会で 3 年度以上 8 位以
内入賞の経験を持っている． 






表 2-1 対象者プロフィール 
競技歴 8 年 
競技実績 
2011 年 日本陸上競技選手権大会 5 位入賞 
2010 年 日本学生陸上競技対校選手権大会 優勝 
2009 年 日本学生陸上競技対校選手権大会 優勝 








んで実時間として約 84 秒程度の長さのスーパースロー映像である. 次に，撮影した映像を
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動画変換ソフト（AVCLabs Any Video Converter ver. 3.3.0）を用いて MOV 形式から AVI
形式に変換し，このデータを AzMovieThum（Azel 氏）によって 1/240 コマ（フレーム間
隔 1）の連続写真に変換した（図 2-1）．240fps のハイスピードモードは毎秒 240 コマの映

















行った（表 2-2）．インタビューの際，対象者にはノート PC（FUJITSU FMV – BIBLO 
NF/G70，Windows7，core i5 CPU）に取り込んだ映像資料を自由に再生してもらうととも
に，動作中における投動作のイメージや注意点を具体的に説明できるように連続写真を提




























































































































































































表 2-3 カテゴリー一覧 






























































































































































































































































































の述べられているように運動学習を行う際に重要であると考えられる（麓, 2000 ; 筒井, 















作意識から明確な目標設定を行えるという点からも Ericsson ら（1993），Williams ら













































































































本研究の対象者としてエキスパートやり投げ競技者 1 名（20 代，男性）を選定した．プ
ロフィールから，競技歴，競技実績，指導歴ともにエキスパートやり投げ競技者として認め
られる被験者であるといえる．実験当時の対象者のプロフィールは表 3-1 のとおりである． 
 
表 3-1 被験者プロフィール 
競技歴 12 年 
競技実績 
2007年 アジア陸上競技選手権大会 5位入賞 
2010年 全日本実業団選手権 優勝 










やり投げ競技者（20 代，男性，競技歴 7 年，自己ベスト記録 77 ｍ 76）のやり投げ試技
の様子を左側面からデジタルカメラ（Fujifilm HS-10）を使用し，240fps のハイスピード
モード（空間解像度：443 × 332pixel）で三脚を用いて追尾撮影を行った．試技は 6 回撮影
され，そのうち最も記録の良かったものを評価映像として使用することとした．なお，試技
映像は助走，クロスステップ，投げ，フォロースルーを含み，実時間として 11 秒程度の長




720 ×480pixel，レベル 3.2，VBR・2 パスエンコード）で書き出した． 
評価映像はノート PC（hp Pavilion dv6，解像度 1024× 768pixel，Windows7，core i5 プ
ロセッサ）に Simplay-erWMPX3beta3（Finalsoft 製）を用いて提示する．その際，映像
提示ウインドウのサイズ・位置を調整し，画面上に 4 種のフレームレートの試技映像を配
置した（図 3-1）．ウィンドウサイズ調整後の映像の空間解像度は 428 × 318pixel である．
なお，ウインドウの配置は左上が 30fps（11 秒），右上が 60fps（21 秒），左下が 120fps（42
秒），右下が 240fps（84 秒）である ． 
 
 





ート PC の画面をデジタルビデオカメラ（SONY HDR-SR11）で撮影し，発話内容を被験
者の了解のもと IC レコーダー（OLYMPUS VoiceTrek V-61），およびビデオカメラのワイ
46 
 



























図 3-2 実験状況 
 
 












































フレームレートの映像再生順序を以下に示す（図 3-3）．表 3-2 から，各フレームレートに
おける映像再生回数・再生時間最は 240fps の映像再生時に最も多くなっている．図 3-2 か
ら，実際の動きの速度と同様の 30fps の映像から観察し，順番に高フレームレートの映像
を再生し，240fps の映像を長く再生していることがわかる．また，後半では 30fps の映像
と 240fps の映像とを交互に観察していることも図 3-2 のグラフから見て取れる． 
 
表 3-2 各フレームレートの映像再生状況 
 30fps 60fps 120fps 240fps 
再生回数 21 22 11 52 
平均時間 5.68sec 5.19sec 7.6sec 7.98sec 
合計時間 119.35sec 113.48sec 80.66sec 413.78sec 
一時停止回数 15 8 5 29 
スキップ回数 6 14 6 23 
 
 






の総数を表 3-3 に示す． 
 
表 3-3 抽出された意味内容要素数 
 30fps 60fps 120fps 240fps 合計 
意味内容要素数 12 6 3 36 57 
 
得られた意味内容要素数は 240fps の映像の再生時に最も多くなっており，次に意味内容















































































































































































本研究の対象者として陸上競技運動学習者 A～G の 7 名（円盤投げ 2 名，砲丸挙げ 2 名，
ハンマー投げ 2 名，棒高跳び 1 名）を選定した．対象者のプロフィールは以下の通りであ
る（表 4-1） 
 
表 4-1 対象者プロフィール 
 性別 種目 競技歴 
対象者 A 女 円盤投げ 4 年 
対象者 B 男 円盤投げ 6 年 
対象者 C 男 砲丸投げ 4 年 
対象者 D 男 ハンマー投げ 1 年 
対象者 E 男 砲丸投げ 4 年 
対象者 F 男 棒高跳び 14 年 








次に，撮影した映像を Premiere Elements 11（Adobe 社）を用いて，クリップ速度，お
58 
 
よびデュレーションの調整により，30fps，および 240fps に加工し，MP4 形式（H.264，
29.97fps，640×480pixel，レベル 3.2，VBR・2 パスエンコード）で書き出した．評価映






図 4-1 各フレームレートの配置状況 
 
（2）発話データ収集 




ThinkPad T530，解像度 1920×1080pixel，Windows7，core i7 プロセッサ）に取り込んだ
映像資料を自由に再生してもらいながらその発話を IC レコーダ （ーOLYMPUS Voice Trek 
V-61）に記録している．以上の手続きを 5 回にわたり行った（図 4-2，4-3）．質問項目は初
回と最終回は対象者の課題設定について（表 4-2），2～4 回目までは対象者の動作意識につ























図 4-2 インタビューの様子 
     
 
図 4-3 観察の様子 
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表 4-3 動作意識に関する質問項目 
 内容 
1 自身の試技映像を見て，試技のポイントとなる部分を教えてください． 
2 そのポイントがうまくいくとどのような動きになるのですか？  
3 試技のポイントが成功したときの感覚やイメージはどういったものですか？ 

































































































































表 4-6 各対象者の記録の変遷（自己申告含む） 
対象者 実践前（m） 実践後（m） 備考 
対象者 A（円盤投げ） 29.17 30.45 シーズンベスト 
対象者 B（円盤投げ） 34.03 36.74 自己ベスト 
対象者 C（砲丸投げ） 8.17 9.28 自己ベスト 
対象者 D（ハンマー投げ） 32.27 33.94 自己ベスト 
対象者 E（砲丸投げ） 8.22 9.47 自己ベスト 
対象者 F（棒高跳び） 4.40（実践当初） 4.60 シーズンベスト 































































































































































































































































































































































































4.5 第 4章のまとめ 
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本研究の対象者の選定基準は以下の 3 点である． 
（1）過去 5 年間の内，日本陸上競技選手権大会など全国規模の競技会で 3 年度以上 8 位  
以内入賞の経験を持っていること． 
（2）自身のベスト記録が 70 メートル以上であること． 
（3）日本陸上競技連盟等の専門機関より卓越した運動スキルを有すると評価されており，
強化選手として連盟公認の練習会等に参加していること． 
以上のエキスパートの基準を満たす 2 名を選定した．対象者 A は競技歴 6 年，対象者 B










































表 1 各動作局面と動作意識の一覧 














































































































































































































































































































































対象者 A：3 回目 




  １・思うような動作が行われた時はどんな感覚（イメージ）ですか？ 
   ・その動作ができるとどんなに良いことが起きますか？ 
   
  ２・うまくいかなかった時どのような感覚（イメージ）で修正しますか？ 
   ・うまくいかなかいということはどんな悪いことが起きますか？ 
 










  １・今までされた動作の指導で印象に残っているアドバイスはあります 
か？ 
 
  ２・その言葉を受けて自身はどのように感じて今の動作に活かしています 
    か？ 
   ・その言葉をそのまま今も使っていますか？使っていない場合どんな 
言葉（イメージ）で置き換えていますか？ 



























































































































































The purpose of this study is to evaluate the use of a proposed high-speed movie in motor 
learning situations and to clarify the effectiveness of agenda-setting for learners’ exercise 
outcomes. Programs to enhance motor skills must incorporate some goals related to the 
development of consciousness of body motion. In this research, the validity of the use of 
the high-speed movie was verified. 
 
Three reviews were conducted in this study. The purpose of review 1 was to collect 
Configuration factors for goal-setting. We investigated how an expert javelin thrower 
sets goals in relation to consciousness of body motion. We conducted in-depth, semi-
structured, open-ended interviews with an expert javelin thrower who used super-slow-
motion videos and continuous photography to improve his skills. The results showed that 
the javelin thrower studied the discrepancy between his physical appearance (as 
recorded through photographs and videos) and his consciousness of his body motion. In 
addition, he refined his consciousness of body motion by observing the high-speed movie. 
 
The purpose of review 2 was to study the use of an efficient method of employing high-
speed movies. We analyzed that high-speed movie observation of expert athletes. The 
results showed that the high-speed movie affected athletes’ conscious of their body 
motions and helped them set an agenda for the improvement of their movements and 
dynamic postures and for related motor learning. The differences in motion observation 
tendencies between frame rates are also discussed. 
 
The purpose of review 3 was to verify the validity of using high-speed movies of actual 
practice scenes to improve the acquisition of exercise skills by learners, based on the 
results clarified in reviews 1 and 2. The practice participants were shown high-speed 
movies and regular-speed movies of their practices and they then discussed, via in-depth, 
semi-structured, open-ended interviews, their goals for the acquisition of exercise skills. 
The comments they made in these interviews were then analyzed. The results of this 
analysis showed that the subjects had changed their goals after the utilization of the 
proposed high-speed movies with respect to their awareness of their goals, establishing 
118 
 
a direction for their learning, and refining their consciousness of their body motion. The 
results suggest that, by viewing the high-speed movies of their performances, the 
subjects were able to resolve discrepancies between their physical body motion and how 
they envisioned their body motion. They were also able to see their goals as one part of 
a series of actions while working to automate their movements. Moreover, six of the seven 
subjects set their personal best records or best-of-season records after watching their 
performance. Therefore, it is believed that these findings demonstrate the effectiveness 
of high-speed movies as a way to acquire exercise skills. 
 
Accordingly, based on this study’s practical verification of the use of the proposed high-
speed movies for the acquisition of exercise skills, this technique is considered to have 
positive effects on the goal setting of practice participants and using high-speed movies 
helped improve their records. Therefore, the author considers the effectiveness of high-
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